
No. 1B1

15 -st1- 12
17 -2nd- 18
24 -3rd- 15
23 -4th- 18

-OT1-

-OT2-

-OT3-

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

9 * 5 1 6 1 2 0 2 5 0 4 4 0 2 0 0
5 - - - - - - - - - - - - - - -
7 * 26 6 14 4 7 0 0 3 0 3 3 0 1 0 0
8 - - - - - - - - - - - - - - -

11 7 0 0 2 8 3 4 1 3 1 4 0 2 0 0
12 - - - - - - - - - - - - - - -
13 - - - - - - - - - - - - - - -
15 2 0 0 1 3 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
16 - - - - - - - - - - - - - - -

17 * 26 3 8 5 8 7 8 1 7 8 15 0 5 0 0
18 - - - - - - - - - - - - - - -
23 - - - - - - - - - - - - - - -
51 * 6 0 0 1 6 4 4 5 4 4 8 0 4 0 0
52 * 7 0 0 3 6 1 1 2 4 3 7 0 0 0 0

                
                
                
                
                
                

 0 1 1    

合　　計 79 10 28 17 41 15 19 17 18 25 43 0 14 0 0 0:00

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

17 - - - - - - - - - - - - - - -
1 * 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
6 2 0 3 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

11 0 0 0 0 2 0 0 2 0 1 1 0 1 0 0
13 * 17 2 2 4 12 3 4 2 2 3 5 0 0 0 0
14 * 15 2 9 2 9 5 8 4 1 1 2 0 2 0 0
16 8 2 7 1 2 0 0 0 2 1 3 0 2 0 0
18 - - - - - - - - - - - - - - -
19 * 4 0 0 2 7 0 0 2 0 1 1 0 0 0 0
21 7 0 0 2 9 3 3 3 1 5 6 0 2 0 0
23 * 10 0 0 5 12 0 0 4 6 5 11 0 2 0 0
34 - - - - - - - - - - - - - - -
35 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
85 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
0 - - - - - - - - - - - - - - -
                
                
                
                
                

       

合　　計 63 6 21 17 54 11 15 20 12 17 29 0 10 0 0 0:00

FG: F: TO: MIN:
成功 3P: OR: AS: S: スターター

試投 2P: DR: ST: OT: 延長

シュート率 FT: TOT: BS:％:

●第一ピリオド
　出だし、東北学院大は富士大のゾーンプレスに苦戦し、ボールをなかなかハーフコートまで運べな
い。一方、富士大学はシュートの決定率が低くなかなか得点が伸びない。後半に入り、富士大のシュー
トが入るようになり、15－12で東北学院大がリードし第一ピリオド終了。
●第二ピリオド
　第一ピリオドに引き続き、富士大はゾーンプレスで守る。激しいディフェンスにより、東北学院大のミス
が重なり、第二ピリオド開始４分で富士大が逆転。対する東北学院大は後半に入り、苦しみながらも
ゾーンプレスを攻略すると、＃7川﨑の3Pが連続してきまり、富士大にくらいつく。その後、また東北学
院大が逆転し、32－30で第二ピリオド終了。
●第三ピリオド
　東北学院大は、富士大のディフェンスをうまく抜け、得点へとつなげる。一方、富士大はドライブを中
心とした攻撃を組み立てくらいつく。両チームともファールが重む展開となったが、フリースローを確実
に決める東北学院大がリードし、56－45で東北学院大がリードし第三ピリオド終了。
●第四ピリオド
　東北学院大は、＃17佐々を中心としたオフェンスを組み立て、中、外をおりまぜたバランスのよい攻
撃をしかける。一方、富士大はアウトサイドシュートを中心に攻撃を組み立てるが、ミスが重なり、思う
ように得点できない。最終ピリオド終了。79－63で東北学院大が勝利。
●試合のまとめ
　東北学院は、試合開始直後から、富士大のプレッシャーの激しいディフェンスによりなかなかボール
を運ぶのに苦戦していたが、後半に入るとスムーズにボールが回るようになり、得点を重ねていった。
一方、富士大はよいディフェンスはするものの、なかなか得点に結びつかなかった。
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岸田　麻里
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(一部　３位)

大須賀　梨奈
春日　理璃子

鈴木　あや

渡邊　彩

第13回東北大学バスケットボールリーグ
兼全日本大学バスケットボール選手権大会 東北地区予選会
仙台大学　第五体育館

１次リーグ

(一部　２位)

副審：

 

2012(H24)年9月8日 (土)

13:30

PST:

NO. S

 

コミッショナー： 佐々木桂二

芳賀　聡

岩城　和利

15:00

主審：
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